
大
名
持
神
社
（
吉
野
町
）

莢莢

莢莢

本
殿
背
後
に「
妹
山
樹
叢
」

大
名
持
神
社
は
、
吉
野
町

を
東
西
に
流
れ
る
吉
野
川
の

右
岸
、
旧
伊
勢
街
道
と
東
熊

野
街
道
の
分
岐
点
の
地
に
南

面
し
て
鎮
座
し
ま
す
。

ご
祭
神
は
、
大
名
持
御

魂
神
つ
ま
り
大
国
主
命
、

后
神
の
須
勢
理
比
咩
命
、

大
国
主
命
と
国
土
経
営
に
当

た
っ
た
少
名
彦
名
命
で
、

全
て
出
雲
系
で
あ
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

創
建
は
不
明
で
す
が
、
平

安
時
代
の
延
喜
式
神
名
帳

に
名
神
大
社
に
列
せ
ら
れ
て

い
る
式
内
社
で
、
古
代
よ
り

非
常
に
格
式
の
高
い
神
社
で

す
。大

名
持
神
社
は
別
名
「
大

汝

宮
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

神
社
下
の
吉
野
川
に
は
、
毎

年
６
月

日
に
海
水
が
湧
き

出
る
と
い
う
言
い
伝
え
の
あ

る
潮
生
渕
が
あ
り
ま
す
。

奈
良
盆
地
南
部
に
あ
る
一

部
の
神
社
で
は
祭
り
に
先
立

ち
、
当
屋
の
者
が
大
名
持
神

社
に
参
詣
し
、
社
前
の
潮
生

渕
で
、
吉
野
川
原
の
小
石
を

持
ち
帰
っ
て
神
事
に
用
い
る

「
大
汝
詣
り
」
が
今
も
残
っ

て
い
ま
す
。

本
殿
背
後
に
あ
る
妹
山
は

円
錐
形
の
整
っ
た
標
高
２
４

９
㍍
の
山
で
、
古
く
か
ら
入

山
を
禁
止
さ
れ
た
忌
山
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
転
じ
て
妹

山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
日
ま

で
う
っ
そ
う
と
し
た
広
葉
樹

林
が
残
さ
れ
て
お
り
、
特
に

ツ
ル
マ
ン
リ
ョ
ウ
他
の
多
く

の
珍
し
い
温
地
性
植
物
が
繁

茂
し
て
い
る
こ
と
か
ら

１

９
２
８
(
昭
和
３
)
年
に
国
の

天
然
記
念
物
「
妹
山
樹
叢
」

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

亀
田
幸
英
）
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大
名
持
神
社
拝
殿
‖
吉
野
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
吉
野
町
河
原
屋

（
祭
神
）
大
名
持
御
魂
神

須
勢
理
比
咩
命
、
少
名
彦
名
命

（
文
化
財
）
「
妹
山
樹
叢
」
は
国
天
然
記

念
物

（
交
通
）
近
鉄
吉
野
線
大
和
上
市
駅
か
ら

バ
ス
約
５
分
、
立
野
口
下
車
す

ぐ

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
約
５
台
（
無
料
）


